
JP 6976435 B2 2021.12.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　家具用金具（７）であって、前記家具用金具（７）を家具部分（４，５）に取り付ける
ための回転可能に支持された少なくとも１つのねじ（１７）を備えた家具用金具（７）に
おいて、
　前記家具用金具（７）は、前記ねじ（１７）とは別個の、前記ねじ（１７）に運動伝達
可能に連結された、工具受容部（２２）を備えた少なくとも１つの駆動エレメント（２１
）を有しており、前記少なくとも１つのねじ（１７）は、工具（２５）による前記工具受
容部（２２）の回転により駆動可能であり、前記家具用金具（７）は、第１のケーシング
壁（９ａ）と、前記第１のケーシング壁（９ａ）から離間された第２のケーシング壁（９
ｂ）とを備えたケーシング（９）を有しており、前記第１のケーシング壁（９ａ）と前記
第２のケーシング壁（９ｂ）との間には、前記ねじ（１７）と前記駆動エレメント（２１
）とを収容するための少なくとも１つの支持部材（１３）が配置されており、前記支持部
材（１３）は、前記ねじ（１７）を支持するための少なくとも１つの第１のガイド（１４
）と、前記駆動エレメント（２１）を支持するための少なくとも１つの第２のガイド（１
５）とを有していることを特徴とする家具用金具（７）。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの駆動エレメント（２１）は第１の回転軸線（Ａ）を中心として回
転可能に支持されていて、前記少なくとも１つのねじ（１７）は第２の回転軸線（Ｂ）を
中心として回転可能に支持されており、前記第１の回転軸線（Ａ）と前記第２の回転軸線
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（Ｂ）とは、側方で互いにずらされて配置されている、請求項１記載の家具用金具。
【請求項３】
　前記駆動エレメント（２１）と前記少なくとも１つのねじ（１７）とは、協働する歯列
（１８，１９）を介して互いに運動伝達可能に連結されている、請求項１または２記載の
家具用金具。
【請求項４】
　第１の歯列（１８）が、前記駆動エレメント（２１）の周面に配置または形成されてい
る、請求項３記載の家具用金具。
【請求項５】
　前記ねじ（１７）は、ねじ山区分（２４ａ，２４ｂ）と、前記ねじ山区分（２４ａ，２
４ｂ）に接続されている頭部（２０）とを有しており、第２の歯列（１９）が、前記ねじ
（１７）の前記頭部（２０）に配置または形成されている、請求項３または４記載の家具
用金具。
【請求項６】
　前記ねじ（１７）は、前記ねじ（１７）の軸方向で互いに離間された、第１のストッパ
面（２３ａ）と、少なくとも１つの第２のストッパ面（２３ｂ）とを有しており、前記駆
動エレメント（２１）の歯列（１８）は、前記ねじ（１７）の前記第１のストッパ面（２
３ａ）と前記第２のストッパ面（２３ｂ）との間に配置されている、請求項３から５まで
のいずれか１項記載の家具用金具。
【請求項７】
　前記家具用金具（７）は少なくとも２つのまたはそれ以上のねじ（１７）を有しており
、工具（２５）によって前記工具受容部（２２）を回転させることにより前記２つのまた
はそれ以上のねじ（１７）を駆動可能である、請求項１から６までのいずれか１項記載の
家具用金具。
【請求項８】
　前記２つまたはそれ以上のねじ（１７）の第１のねじ（１７）および第２のねじ（１７
）がそれぞれ、ねじ山が配置されているねじ山区分（２４ａ，２４ｂ）を有しており、前
記第１のねじ（１７）のねじ山と前記第２のねじ（１７）のねじ山とは、逆のねじ回し方
向を、または同じねじ回し方向を有している、請求項７記載の家具用金具。
【請求項９】
　前記支持部材（１３）は、前記第１のケーシング壁（９ａ）と前記第２のケーシング壁
（９ｂ）とに当接している、請求項１から８までのいずれか１項記載の家具用金具。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのねじ（１７）と、前記少なくとも１つの駆動エレメント（２１）
とは、前記支持部材（１３）の前記ガイド（１４，１５）に対して相対的に、予め規定さ
れた位置で保持装置（１６）によって予備固定されており、前記保持装置（１６）は、前
記工具（２５）によって前記駆動エレメント（２１）に力を加えることにより解除可能で
あり、前記ねじ（１７）は、前記保持装置（１６）の解除が行われた後、前記駆動エレメ
ント（２１）と共に、前記支持部材（１３）の前記ガイド（１４，１５）に対して相対的
に、前記ケーシング壁（９ａ，９ｂ）に対して横方向に、好適には前記ケーシング壁（９
ａ，９ｂ）に対して垂直方向に摺動可能となるように案内されている、請求項１から９ま
でのいずれか１項記載の家具用金具。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのねじ（１７）と前記少なくとも１つの駆動エレメント（２１）と
が、予め規定された位置を起点として、２つの逆向きの方向に移動可能であって、これに
より前記第１のケーシング壁（９ａ）または選択的に前記第２のケーシング壁（９ｂ）が
前記ねじ（１７）を介して２つの異なる家具部分（４，５）に取り付け可能である、請求
項１０記載の家具用金具。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの駆動エレメント（２１）は第１の回転軸線（Ａ）を中心として回
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転可能に支持されていて、前記少なくとも１つのねじ（１７）は第２の回転軸線（Ｂ）を
中心として回転可能に支持されており、前記少なくとも１つの駆動エレメント（２１）の
前記第１の回転軸線（Ａ）と前記少なくとも１つのねじ（１７）の前記第２の回転軸線（
Ｂ）とは、実質的に互いに平行に延在している、請求項１から１１までのいずれか１項記
載の家具用金具。
【請求項１３】
　請求項１から１２までのいずれか１項記載の家具用金具（７）を家具部分（４，５）に
取り付ける方法であって、以下のステップ、すなわち、
　工具（２５）を、駆動エレメント（２１）の工具受容部（２２）内に導入するステップ
、
　前記工具（２５）によって前記工具受容部（２２）を回転させることにより、前記駆動
エレメント（２１）を回転させるステップ、
　前記駆動エレメント（２１）と少なくとも１つのねじ（１７）との間の運動伝達可能の
連結により、前記ねじ（１７）を駆動するステップ、
　前記家具用金具（７）を、前記少なくとも１つのねじ（１７）を介して前記家具部分（
４，５）に取り付けるステップ、
を有することを特徴とする、家具用金具（７）を家具部分（４，５）に取り付ける方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、家具用金具であって、この家具用金具を家具部分に取り付けるための回転可
能に支持された少なくとも１つのねじを備えた家具用金具に関する。
【０００２】
　さらに本発明は、このような家具用金具を家具部分に取り付けるための方法に関する。
【０００３】
　国際公開第２０１３／０２９０７０号および国際公開第２０１４／１３８７６０号には
、家具用金具が開示されており、この家具用金具はねじによって、家具本体の互いに向か
い合って位置する側壁に選択的に取り付けることができる。このために、ねじの両端部領
域には、工具受容部が設けられているので、ねじは、第１の工具受容部の回転により第１
の側壁内に、または選択的に第２の工具受容部の回転により第２の側壁内にねじ込み可能
である。しかしながら、家具用金具を組み付けるために、比較的大きな力をかける必要が
あり、さらに、家具用金具の幅は、ねじの両側に配置された工具受容部により比較的大き
なものとなっている。
【０００４】
　本発明の課題は、上述した欠点を回避する冒頭で述べた形式の家具用金具を提供するこ
とである。
【０００５】
　この課題は、本発明によれば、請求項１の特徴により解決される。本発明の好適な別の
構成は、従属請求項に規定されている。
【０００６】
　本発明によれば、家具用金具は、ねじとは別個の、ねじに運動伝達可能に連結された、
工具受容部を備えた少なくとも１つの駆動エレメントを有しており、少なくとも１つのね
じは、工具による工具受容部の回転により駆動可能である。
【０００７】
　提案した構造により複数の利点が得られる、すなわち、
－ねじに隣接して側方に配置された駆動エレメントにより、ねじの両側への工具受容部の
配置を省くことができるので、家具用金具の構成形式をより平らに構成することができ、
－駆動エレメントを、機械的な伝動装置（例えば、歯車伝動装置またはスクリュ伝動装置
）を介してねじに運動伝達可能に連結することができ、これにより、伝達比の変更の可能
性が得られる。例えば、駆動エレメントを、充電式ドライバによって、比較的高い回転数
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で駆動することができ、この場合、ねじは相応に減じられた回転数で、しかしながら高い
トルクで家具部分内へとねじ込み可能であり、
－提案された構造により、さらに、家具用金具の２つまたはそれ以上のねじを、駆動エレ
メントに運動伝達可能に連結することもでき、これにより、２つまたはそれ以上のねじは
、工具による工具受容部の回転により駆動可能であり、
－提案された本発明により、最終的には、家具用金具の少なくとも１つのねじを選択的に
、家具本体の互いに向かい合って位置する２つの面に取り付けることもできる。
【０００８】
　１つの実施例によれば、少なくとも１つの駆動エレメントは第１の回転軸線を中心とし
て回転可能に支持されていて、少なくとも１つのねじは第２の回転軸線を中心として回転
可能に支持されており、第１の回転軸線と第２の回転軸線とは、側方で互いにずらされて
配置されていてよい。このようにして、平らな構成形式で家具用金具を構成することがで
きる。
【０００９】
　別の実施例によれば、駆動エレメントと少なくとも１つのねじとは、協働する歯列を介
して互いに運動伝達可能に連結されていてよい。第１の歯列は例えば、駆動エレメントの
周面に配置または形成することができる。これに対して第２の歯列は、ねじの頭部に配置
または形成することができ、この場合、第１の歯列と第２の歯列とは、特に直接的にも、
互いに接続されている。
【００１０】
　別の実施例によれば、駆動エレメントとねじとは互いに回転運動伝達可能に連結されて
いるだけではなく、ねじの長手方向で延びる軸方向でも互いに運動伝達可能に連結されて
いることが想定され得る。これにより例えば、駆動エレメントが、ねじの長手方向でねじ
と共に移動可能であり、これによりねじは、家具本体の第１の側壁内に、または選択的に
、第１の側壁に対向して位置する第２の側壁にねじ込み可能である。駆動エレメントとね
じとの間のこのような軸方向の運動伝達可能の連結は、例えば、ねじが、ねじの軸方向で
互いに離間された第１のストッパ面と少なくとも１つの第２のストッパ面とを有しており
、駆動エレメントの歯列が、ねじの第１のストッパ面と第２のストッパ面との間に配置さ
れているように行われてよい。
【００１１】
　家具用金具を家具部分に取り付ける方法は、以下のステップ、すなわち、
　工具を、駆動エレメントの工具受容部内に導入するステップ、
　工具によって工具受容部を回転させることにより、駆動エレメントを回転させるステッ
プ、
　駆動エレメントと少なくとも１つのねじとの間の運動伝達可能の連結により、ねじを駆
動するステップ、
　家具用金具を、少なくとも１つのねじを介して家具部分に取り付けるステップ、を特徴
とする。
【００１２】
　家具用金具は、例えば、家具フラップのための作動駆動部材として形成されていてよく
、家具本体に対して相対的に可動に支持された家具部分を駆動するための、旋回可能に支
持された少なくとも１つの作動アームを有している。この家具用金具は、作動アームに力
を負荷するために、ばね装置および／または作動アームを駆動するための電気的な駆動装
置を含んでいてよい。
【００１３】
　選択的には、家具用金具は、家具用ヒンジとして、引出用引き出しガイドとして、また
は少なくとも１つの機能部分（例えば、可動の家具部分の運動を制動するための減衰装置
、家具本体に対して相対的な閉鎖された終端位置へと家具部分を引き込むための引込装置
、閉鎖された終端位置から開放位置へと可動の家具部分を放出するためのイジェクト装置
（特にタッチ・ラッチ装置））を支持するための支持装置として形成されていてもよい。
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【００１４】
　家具用金具は、ケーシングを、または最も簡単には組付けプレートも、含んでいてよく
、この場合、ケーシングまたは組付けプレートは、家具用金具の回転可能に支持された少
なくとも１つのねじによって、家具部分に取り付けることができる。
【００１５】
　本発明のその他の詳細および利点は、以下の図面の説明につき詳しく説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１ａ】家具本体に対して相対的に可動に支持された家具部分を有した家具を示す斜視
図である。
【図１ｂ】家具本体に対して相対的に可動に支持された家具部分を取り外した状態で図１
ａの家具を示す斜視図である。
【図２】家具用金具の１つの実施例を示す斜視図である。
【図３ａ】家具用金具のケーシング壁を示す斜視図である。
【図３ｂ】家具用金具のケーシング壁を示す平面図である。
【図３ｃ】家具用金具のケーシング壁を示す斜視図の詳細図である。
【図４ａ】支持部材、ねじ、および駆動エレメントを示す斜視図である。
【図４ｂ】ねじ、および駆動エレメントを示す斜視図である。
【図５ａ】ねじを保持するための保持装置を備えた家具用金具を予め規定された位置で示
す断面図である。
【図５ｂ】ねじを保持するための保持装置を備えた家具用金具を、別の組付け位置で示す
断面図である。
【図５ｃ】ねじを保持するための保持装置を備えた家具用金具を、別の組付け位置で示す
断面図である。
【図６ａ】ねじと駆動エレメントの別の実施例を示す斜視図である。
【図６ｂ】ねじと駆動エレメントの別の実施例を示す斜視図である。
【００１７】
　図１ａには、例えばキッチン上部戸棚として形成することができる、棚状の家具１が示
されている。この家具１は、側壁４，５を備えた家具本体２ならびに可動に支持された家
具部分３を有しており、この可動に支持された家具部分は、組付け位置で水平に延在する
軸線６を中心として、家具本体２に対して相対的に旋回可能に支持されている。図１ａで
は、家具部分３は、家具本体２の棚を遮蔽する、鉛直な閉鎖位置に位置していて、この閉
鎖位置と、家具本体２に対して相対的に持ち上げられる開放位置との間を、家具用金具７
によって移動させることができる。
【００１８】
　図１ｂには、家具部分３を取り外した状態の家具１が示されている。第１の側壁４には
、家具部分３を動かすための家具用金具７が取り付けられており、この家具用金具７は、
図示した実施例では、家具部分３に接続すべき旋回可能に支持された少なくとも１つの作
動アーム８を備えた作動駆動装置７ａとして形成されている。
【００１９】
　図２には、作動駆動装置７ａとして形成された家具用金具７が斜視図で示されている。
家具用金具７は、互いに離間された２つのケーシング壁９ａ，９ｂを備えたケーシング９
を含み、作動アーム８は、レバー１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，１０ｄを介して、組付け位置
で水平に延在する軸線を中心としてケーシング９に対して相対的に旋回可能に支持されて
いる。作動アーム８に力を加えるために、家具用金具７は、（図示されていない）ばね装
置および／または電気的な駆動装置を含んでいてよい。
【００２０】
　ケーシング壁９ａ，９ｂは、互いに鏡像対称的に形成することができるので、ここで行
われる説明はそれぞれ両ケーシング壁９ａ，９ｂに有効である。ケーシング９は、第１の
ケーシング壁９ａを介して家具本体２の第１の側壁４に（図１ａ、図１ｂ）、または選択
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的に、第２のケーシング壁９ｂを介して第２の側壁５に組み付けることができる。ケーシ
ング壁９ａ，９ｂはそれぞれ、工具２５（図５ｂ、図５ｃ）によって駆動エレメント２１
（図３ｃ）を操作するための第１の穴１１ａと、ケーシング９内に配置されたねじ１７を
貫通させるための第２の穴１１ｂとを有している。穴１１ａ，１１ｂはそれぞれ、好適に
は環状に閉じられている、エンボス加工部の形態の補強隆起部１２の内側に配置されてお
り、これにより、側壁４，５にねじ固定する際にケーシング壁９ａ，９ｂが変形するリス
クは減じられる。
【００２１】
　図３ａには、家具用金具７の第２のケーシング壁９ｂが斜視図で示されており、ケーシ
ング壁９ｂは、工具２５を貫通させるための少なくとも１つの第１の穴１１ａと、ねじ１
７を貫通させるための少なくとも１つの第２の穴１１ｂとを有している。第１のケーシン
グ壁９ａと第２のケーシング壁９ｂとの間には、ねじ１７と駆動エレメント２１とを収容
するための少なくとも１つの支持部材１３が配置されている。この場合、支持部材１３は
組付け位置で両ケーシング壁９ａ，９ｂに当接し、これら両ケーシング壁に堅固に結合（
例えば溶接）されていてよい。支持部材１３は、ねじ１７を支持するための少なくとも１
つの第１のガイド１４と、駆動エレメント２１を支持するための少なくとも１つの第２の
ガイド１５とを有している。少なくとも１つのねじ１７と、少なくとも１つの駆動エレメ
ント２１とは、支持部材１３のガイド１４，１５に対して相対的に、予め規定された位置
で保持装置１６によって予備固定されており、保持装置１６は、工具２５によって駆動エ
レメント２１に力を加えることにより解除可能であり、次いでねじ１７が、駆動エレメン
ト２１と共に、支持部材１３のガイド１４，１５に対して相対的に、ケーシング壁９ａ，
９ｂに対して横方向に、好適にはケーシング壁９ａ，９ｂに対して垂直方向に摺動可能に
案内されている。換言すると、ねじ１７と駆動エレメント２１とは、支持部材１３内で、
両ケーシング壁９ａ，９ｂの間に位置する中間位置で、保持装置１６によって予備固定さ
れていて、駆動エレメント２１に力を加えることにより（すなわち、第１の穴１１ａ内に
工具を導入し、次いで駆動エレメント２１に圧力を加えることにより）第１のケーシング
壁９ａの方向に、または選択的に第２のケーシング壁９ｂの方向に移動可能であるので、
第１のケーシング壁９ａを家具本体２の第１の側壁４に、または選択的に第２のケーシン
グ壁９ｂを家具本体２の第２の側壁５に、ねじ１７によって固定することができる。
【００２２】
　図３ｂには、第２のケーシング壁９ｂの平面図が示されており、この場合には、支持部
材１３から突出しているねじ１７のねじ山区分２４ｂを、家具本体２の第２の側壁５内へ
とねじ込み可能である。さらに、別のねじ山区分２４ａを設けることができ、このねじ山
区分２４ａは、この場合、非作動位置に位置していて、第１のケーシング壁９ａを、家具
本体２の第１の側壁４に固定するために設けられている。ねじ山区分２４ａは、それぞれ
、支持部材１３から突出したねじ１７と一体に形成されていてよい、または別個の構成部
分として形成されていてもよい。１つの実施例によれば、唯１つの駆動エレメント２１の
１つの工具受容部２２の回転により、家具用金具７の２つ以上のねじ１７を駆動すること
ができる。
【００２３】
　図３ｃには、第２のケーシング壁９ｂの詳細図が示されており、この場合、回転可能に
支持された駆動エレメント２１が、工具受容部２２と、これにより駆動可能なねじ１７と
共に示されている。駆動エレメント２１の回転軸線Ａ（図６ａ）は、ねじ１７の回転軸線
（Ｂ，Ｃ）に対して相対的に側方にずらされて配置されている。駆動エレメント２１は、
歯列１８，１９を介してねじ１７に運動伝達可能に連結されており、第１の歯列１８は、
駆動エレメント２１の周面に配置または形成されている。ねじ１７は、これに対して、ね
じ山区分２４ａ，２４ｂ（図４ａ）と、このねじ山区分２４ａ，２４ｂに接続されている
頭部２０とを有していてよく、この場合、第２の歯列１９は、ねじ１７の頭部２０に配置
または形成されている。工具受容部２２の回転時にねじ１７を第１のケーシング壁９ａ内
へとねじ込むことができるように、図３ｃで符号「１７」で示された（非作動の）ねじに
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は逆のねじ回し方向を設けることができる。しかしながら勿論、ねじ１７が１つの同じね
じ回し方向を有している構成も可能である。
【００２４】
　図４ａには、ねじ１７を支持するための第１のガイド１４と、駆動エレメント２１を支
持するための第２のガイド１５とを有している支持部材１３が示されている。支持部材１
３の（この場合、横断面で見て、実質的にクローバー型に形成された）ガイド１４，１５
は、実質的に互いに平行に、かつ、ケーシング壁９ａ，９ｂに対して実質的に垂直に延び
る方向に延在している。駆動エレメント２１は、対向して位置する２つの工具受容部２２
を有しているので、駆動エレメント２１を選択的に左側から、または代替的に右側からも
、工具２５によって操作することができる。駆動エレメント２１の両工具受容部２２は、
この場合、同一に形成されていてよく、（特にトルクスレンチの）工具２５を受容するた
めに、例えばスリット形状を、かつ／または多角形形状を有していてよい。（チベット仏
教のマニ車を想起させる）ねじ１７は、図示した実施例では、互いに一体に結合されてい
るそれぞれ逆方向に向いた２つのねじ山区分２４ａ，２４ｂを有している。
【００２５】
　駆動エレメント２１と少なくとも１つのねじ１７との間を軸方向で運動伝達可能に連結
するために、ねじ１７は、ねじ１７の軸方向で互いに離間された第１のストッパ面２３ａ
と、少なくとも１つの第２のストッパ面２３ｂとを有していてよく、この場合、駆動エレ
メント２１の歯列１８は、ねじ１７の第１のストッパ面２３ａと第２のストッパ面２３ｂ
との間に配置されている。このような構成は、図４ｂに良好に示されている。すなわち、
例えば駆動エレメント２１が、工具２５によって圧力を加えることによって、第１の軸方
向に押されると、ねじ１７は、歯列１８がねじ１７の第１のストッパ面２３ａに当接する
ことにより第１の軸方向に一緒に動く。これに対して、駆動エレメント２１が、工具２５
により、第１の軸方向とは逆の第２の方向に力を加えられると、ねじ１７は、歯列１８が
ねじ１７の第２のストッパ面２３ｂに当接することにより、第１の軸方向とは逆の第２の
軸方向に一緒に動く。
【００２６】
　図５ａには、家具用金具７が断面図で示されており、この場合、ねじ１７は両ねじ山区
分２４ａ，２４ｂと共に、家具用金具７の両ケーシング壁９ａ，９ｂの内側に完全に収容
されていて、保持装置１６によって（好適には、ケーシング壁９ａ，９ｂに関して真ん中
の位置で）予め規定された位置に保持される。予め規定された位置にねじ１７を保持する
ための保持装置１６は、例えば、支持部材１３とねじ１７との間の摩擦接続的な結合によ
り行うことができる。図示した実施例では、保持装置１６は、ねじ１７に摩擦接続的に接
続する、支持部材１３に配置された少なくとも１つの突起によって形成されている。選択
的に、保持装置１６は、ねじ１７に力を加えることにより軸方向で解除可能な少なくとも
１つの目標破断個所によっても形成することもできる。
【００２７】
　図５ｂには、右側のケーシング壁９ｂがねじ１７を介して家具本体２の右側の側壁５に
取り付けられている組付け状態が示されている。図５ａを起点として、工具２５が、左側
のケーシング壁９ａの第１の穴１１ａ内に導入され、続いて、駆動エレメント２１の左側
の工具受容部２２に圧力を加えることにより、保持装置１６を解除することができ、次い
でねじ１７を、右側のケーシング壁９ｂの方向に動かすことができる。工具２５によって
左側の工具受容部２２を回転させることにより、ねじ１７のねじ山区分２４ｂは、右側の
ケーシング壁９ｂの第２の穴１１ｂを貫通し、家具本体２の右側の側壁５内にねじ込み可
能である。
【００２８】
　これに対して、図５ｃには左側のケーシング壁９ａがねじ１７を介して家具本体２の左
側の側壁４に取り付けられている組付け状態が示されている。図５ａを起点として、工具
２５が、右側のケーシング壁９ｂの第１の穴１１ｂ内に導入され、続いて、駆動エレメン
ト２１の右側の工具受容部２２に圧力を加えることにより、保持装置１６を解除すること
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ができ、次いでねじ１７を、左側のケーシング壁９ａの方向に動かすことができる。工具
２５によって右側の工具受容部２２を回転させることにより、ねじ１７のねじ山区分２４
ａは、左側のケーシング壁９ａの第２の穴１１ｂを貫通し、家具本体２の左側の側壁４内
にねじ込み可能である。
【００２９】
　図６ａには、ねじ１７の別の実施例が示されており、このねじはそれぞれ１つだけのね
じ山区分２４ａ，２４ｂしか有していない。ねじ山区分２４ａは、家具本体２の左側の側
壁４内にねじ１７をねじ込むために形成されており、他方のねじ１７のねじ山区分２４ｂ
は、家具本体の右側の側壁５にねじ込むことができる。ねじ山区分２４ａ，２４ｂに配置
されたねじ山は、この場合、異なるねじ回し方向（一方は右ねじ、他方は左ねじ）を有す
るように構成することができる。駆動エレメント２１の回転軸線（Ａ）は、ねじ１７の少
なくとも一方の回転軸線（Ｂ）に対して、好適にはねじ１７の両回転軸線（Ｂ，Ｃ）に対
して相対的に側方にずらされて配置されている。
【００３０】
　図６ｂには、唯１つの駆動エレメント２１によって複数のねじ１７（この場合、４つの
ねじ１７）も駆動することができる構成が示されている。ねじ１７は、駆動エレメント２
１の延長された歯列１８に全て係合する歯列１９を有している。工具２５によって駆動エ
レメント２１を回転させることにより、両ねじ山区分２４ａは、家具本体２の左側の側壁
４内にねじ込み可能である。右側のケーシング壁９ｂを組み付けるために他方の２つのね
じ１７を使用する場合には、ねじ１７のねじ山区分２４ｂを、家具本体２の右側の側壁５
にねじ込むことができる。

【図１ａ】

【図１ｂ】

【図２】
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